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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 82,639 3.4 1,220 122.8 1,438 111.1 984 98.7

2025年３月期第１四半期 79,896 △2.1 548 △42.9 681 △40.4 495 △36.3

（注）包括利益 2026年３月期第１四半期 871百万円 （15.2％） 2025年３月期第１四半期 756百万円 （△33.4％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 182.35 －

2025年３月期第１四半期 92.02 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期第１四半期 96,566 35,903 37.2 6,650.88

2025年３月期 90,270 35,555 39.4 6,585.95

（参考）自己資本 2026年３月期第１四半期 35,903百万円 2025年３月期 35,555百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 97.00 97.00

2026年３月期 －

2026年３月期（予想） 0.00 － 102.00 102.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 345,000 △1.5 4,400 △13.7 4,500 △23.6 3,300 △27.1 611.25

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）



（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期１Ｑ 5,562,292株 2025年３月期 5,562,292株

②  期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 164,010株 2025年３月期 163,532株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 5,398,385株 2025年３月期１Ｑ 5,382,736株

※  注記事項

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料２ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する

説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第1四半期連結累計期間におけるわが国経済は、所得情勢は実質賃金の改善に足踏みがみられるものの、個

人消費、設備投資、生産活動、雇用情勢には総じて持ち直しの動きがみられ、緩やかに回復しています。

　消費者心理は、消費者物価の上昇に賃金の伸びが追いつかず、生活防衛意識を反映し、節約志向が継続してい

ます。

　水産物流通業界におきましては、需要動向については、水産物価格や人件費・物流費などの上昇に伴う商品価

格の値上げが継続するなかで、外食・宿泊・インバウンド関連需要は好調に推移しているものの、内食関連需要

は物価高騰も反映し総じて伸び悩んでいます。

　このような環境にあって、当社グループは、販売力・調達力の強化、顧客起点志向の追求、地域に対応したソ

リューションの提供、業務の効率化、諸経費の削減などに注力し事業活動を展開しています。

　また、2024年度から2026年度までの３カ年を対象とした『ＯＵＧグループ中期経営計画2024』に従い、継続し

てバリューチェーンの最適化を意識したグループ役職員の個々の行動変容を通じ、１．「鮮魚事業の強化」、

２．「商品力の強化」、３．「関東マーケットの深耕・拡大」、４．「海外事業の拡大」、５．「サステナブル

な事業活動」の事業テーマにグループ一体となって取り組んでいます。

　当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は82,639百万円（前年同四半期比103.4％）となりました。

損益面では、売上総利益は7,811百万円（前年同四半期比113.4％）となり、営業利益1,220百万円（前年同四半

期比222.8％）、経常利益1,438百万円（前年同四半期比211.1％）、親会社株主に帰属する四半期純利益984百万

円（前年同四半期比198.7％）となりました。

　セグメントごとの経営成績は次のとおりです。

＜水産物荷受事業＞

　中央卸売市場を核とする集荷販売機能をもつ水産物荷受事業は、販売数量の減少および人件費・物流費等の販

管費の増加はありましたが、販売単価の上昇による増収と売上総利益率の上昇により、売上高51,191百万円（前

年同四半期比104.8％）、セグメント利益782百万円（前年同四半期比117.3％）となりました。

＜市場外水産物卸売事業＞

　全国各地を網羅する販売拠点を活かした幅広い流通網をもつ市場外水産物卸売事業は、外食・宿泊・インバウ

ンド関連需要が好調に推移する中、物流費を中心に販管費は増加しましたが、商品調達コストおよび販管費の上

昇を販売価格へ転嫁したことにより、売上高31,662百万円（前年同四半期比100.6％）、セグメント利益210百万

円（前年同四半期比102.9％）となりました。

＜養殖事業＞

　九州、四国にて、ハマチ、ブリ、マグロの養殖を展開する養殖事業は、販売数量の減少および生産原価の上昇

はありましたが、販売単価が大きく上昇したことにより、売上高2,355百万円（前年同四半期比114.3％）、セグ

メント利益247百万円（前年同四半期はセグメント損失273百万円）となりました。

＜食品加工事業＞

　量販店向けの米飯加工、カット野菜加工、冷凍マグロの加工、飲食事業者向けの加工・調理サービスなどを行

う食品加工事業は、原材料価格の上昇等により生産原価および販売価格が上昇し、売上高1,038百万円（前年同

四半期比110.0％）、セグメント損失30百万円（前年同四半期はセグメント損失48百万円）となりました。

＜物流事業＞

　物流センターにおいて、搬入された水産物等を量販店等の配送先別に仕分け・配送を行う物流事業は、人件費

等の販管費は増加しましたが、運送売上・センターフィなど売上が全般的に増加し、売上高460百万円（前年同

四半期比106.8％）、セグメント利益2百万円（前年同四半期はセグメント損失5百万円）となりました。

＜その他＞

　グループの水産物流通を補完するリース事業等その他は、売上高889百万円（前年同四半期比81.6％）、セグ

メント損失18百万円（前年同四半期はセグメント利益12百万円）となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べて6,295百万円増加し、96,566百万

円となりました。増加の主な要因は、棚卸資産の増加7,269百万円によるものです。

　負債は、前連結会計年度末と比べて5,948百万円増加し、60,662百万円となりました。増加の主な要因は、支

払手形及び買掛金の増加624百万円、借入金の増加4,491百万円によるものです。

　純資産は、前連結会計年度末と比べて347百万円増加し、35,903百万円（自己資本比率37.2％）となりまし

た。増加の主な要因は、利益剰余金の増加460百万円によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2025年５月13日に公表いたしました連結業績予想から変更しておりません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,793 2,783

受取手形及び売掛金 33,271 31,228

商品及び製品 31,233 38,509

原材料及び貯蔵品 263 257

その他 999 1,164

貸倒引当金 △40 △36

流動資産合計 68,521 73,906

固定資産

有形固定資産 10,316 10,423

無形固定資産 1,569 1,888

投資その他の資産

投資有価証券 7,108 7,083

その他 2,953 3,462

貸倒引当金 △200 △197

投資その他の資産合計 9,862 10,348

固定資産合計 21,748 22,659

資産合計 90,270 96,566

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 21,670 22,295

短期借入金 15,455 20,350

１年内返済予定の長期借入金 4,148 4,036

未払法人税等 648 659

賞与引当金 794 525

訴訟損失引当金 60 60

その他 3,542 4,722

流動負債合計 46,320 52,648

固定負債

長期借入金 4,917 4,625

退職給付に係る負債 1,958 1,954

役員退職慰労引当金 90 83

その他 1,427 1,350

固定負債合計 8,393 8,013

負債合計 54,714 60,662

純資産の部

株主資本

資本金 6,495 6,495

資本剰余金 6,094 6,094

利益剰余金 20,384 20,845

自己株式 △404 △404

株主資本合計 32,570 33,030

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,654 2,641

繰延ヘッジ損益 △17 △10

土地再評価差額金 △475 △475

退職給付に係る調整累計額 823 717

その他の包括利益累計額合計 2,984 2,872

純資産合計 35,555 35,903

負債純資産合計 90,270 96,566

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年６月30日)

売上高 79,896 82,639

売上原価 73,007 74,828

売上総利益 6,888 7,811

販売費及び一般管理費 6,340 6,590

営業利益 548 1,220

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 100 132

受取賃貸料 46 45

補助金収入 14 120

その他 57 31

営業外収益合計 219 330

営業外費用

支払利息 51 63

賃貸費用 25 22

その他 9 25

営業外費用合計 85 112

経常利益 681 1,438

特別損失

投資有価証券評価損 － 5

特別損失合計 － 5

税金等調整前四半期純利益 681 1,433

法人税、住民税及び事業税 250 593

法人税等調整額 △64 △144

法人税等合計 186 449

四半期純利益 495 984

親会社株主に帰属する四半期純利益 495 984

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年６月30日)

四半期純利益 495 984

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 264 △13

繰延ヘッジ損益 22 6

退職給付に係る調整額 △25 △106

その他の包括利益合計 261 △112

四半期包括利益 756 871

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 756 871

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年６月30日）

減価償却費 227百万円 177百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）３

水産物
荷受事業

市場外
水産物

卸売事業
養殖事業

食品加工
事業

物流事業 計

売上高

外部顧客への
売上高

46,232 30,941 1,285 586 127 79,173 722 79,896 － 79,896

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

2,605 523 776 357 303 4,565 367 4,932 △4,932 －

計 48,838 31,464 2,061 943 430 83,739 1,090 84,829 △4,932 79,896

セグメント利益
又は損失（△）

667 204 △273 △48 △5 543 12 555 △7 548

（単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）３

水産物
荷受事業

市場外
水産物
卸売事業

養殖事業
食品加工

事業
物流事業 計

売上高

外部顧客への
売上高

48,942 31,024 1,328 572 146 82,015 624 82,639 － 82,639

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

2,249 637 1,026 465 313 4,692 264 4,956 △4,956 －

計 51,191 31,662 2,355 1,038 460 86,707 889 87,596 △4,956 82,639

セグメント利益
又は損失（△）

782 210 247 △30 2 1,212 △18 1,193 27 1,220

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース事業、水産物

仲卸事業及び水産物小売事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△7百万円には、セグメント間取引消去267百万円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△275百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグ

メントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース事業、水産物

仲卸事業及び水産物小売事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額27百万円には、セグメント間取引消去276百万円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△249百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグ

メントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年８月８日

ＯＵＧホールディングス株式会社

取締役会　御中

仰星監査法人

大阪事務所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 里見　 優

指定社員
業務執行社員

公認会計士 坂戸　純子

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているＯＵＧホールディングス株式会社の2025年４月１日か

ら2026年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2025年４月１日から2025年６月30日まで）及び第１四

半期連結累計期間（2025年４月１日から2025年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対

照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータおよびHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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